
 
科学者委員会広報分科会（第 22 期第２回）議事要旨 

 

１．日 時  平成 24 年１月 19 日（木）10:00～12:00 

２．場 所  日本学術会議 ６階 ６Ｃ－（２）会議室 

３．出席者  辻村みよ子委員長、北里洋副委員長、小森田秋夫幹事、 

那須民江幹事、吉川泰弘委員、萩原一郎委員、渡辺美代子委員 

       日本学術会議事務局：企画課 幕田、石黒、西田 

       日本学術協力財団：南、末次 

【配布資料】 

   資料１   第１回科学者委員会広報分科会議事要旨 

   資料２   平成 24 年 1 月号以降の『学術の動向』記事一覧 

   資料３   第２２期日本学術会議パンフレット構成案 

   資料３－２ 第２２期日本学術会議パンフレット作成スケジュール(案) 

   資料４－１ 東日本大震災対策関連における日本学術会議の活動（イベント関係） 

   資料４－２ 東日本大震災対策委員会が発出した提言等一覧 

   資料４－３ 日本学術会議における東日本大震災対策の検討体制（第２２期） 

資料５   現在寄せられている「学術の動向」特集記事等の企画案等 

   参考１   日本学術会議関連イベントスケジュール 

   参考２   21 期に公表された報告(H23.6～） 

   参考３   21 期に公表された提言(H23.6～） 

   参考４   第 22 期日本学術会議会員名簿 

   参考５   第 22 期日本学術会議連携会員名簿 

 

４．議 事 

(1) 日本学術会議の広報活動について 

・22 期パンフレットについて、経過説明を行うとともに、案作成の段階で、広報分

科会委員にも意見照会を行うこととした。 

  ・22 期リーフットの作成の意見が出たが、経費措置について検討が必要となった。 
 

（2) 広報分科会の運営について 

・次回広報分科会は、第 162 回総会・１日目の夕刻以降（部会）に開催する。 

 
  (3) その他 

・委員長から、日本学術会議の機能強化の関係で広報体制の強化についてその後の

経過について確認があり、事務局から現在４役で議論中と回答。 
 

(4) 『学術の動向』への編集協力について 

   ＜特集＞ 

  （２月号） 

・特集１：「シミュレーションと社会－文理を結ぶ新しい方法論」 

・特集２：「アジア・太平洋地域におけるトランスナショナリズムの展開－社会科

学からの展望」 



（３月号） 

・特集１：「原子力総合シンポジウム 2011」 

・特集２：「グローバル化時代における法と教育」 

（４月号） 

・特集１：「シミュレーション・予測と情報公開に求められること－これまで・今・

これから－」 

・特集２：「社会サービスのユニバーサル・デザイン－医療・介護・居住の新たな

政策課題－」 

（５月号） 

     ・特集１：「原発災害をめぐる科学者の社会的責任－科学と社会を超えるもの－」 

・特集２：「（仮題）安全・安心な社会のための植物工場－グリーン＆ライフイノベ

ーション－」 

  （６月号） 

   ・特集１：「科学データの長期保存とグローバルな共有－ICUS（国際科学会議）世

界データシステムの構築」 

・特集２：「（仮題）男女共同参画学協会連絡会シンポジウムが提起した 3.11 及び

福島以降の科学と科学者：ソーシャルウィッシュ～人間が人間を知るため

の科学の創成に向けて」 

  （７月号） 

・特集１：（検討中） 

   ・特集２：「東日本大震災からの復興と科学技術」 

  （８月号） 

  ・特集 1：「東日本大震災を教訓とした巨大災害軽減と持続的社会実現への道」 

・特集２：（検討中） 

※ジャパン・プライズの記事掲載依頼（毎年８月号掲載）ある。 

   

 

＜東日本大震災への対応に関する情報の掲載＞ 

  ・３月号の特集２の後に、日本学術会議の東日本大震災への対応について、情報を掲

載する。 

  ・掲載資料については、本日の指摘事項を踏まえ、1月末までに事務局で修正し、２

月始めには４役員に提示後、他の委員にも提示するとした。 

① 資料４－１（シンポジウム等の開催状況） 

② 資料４－２（提言等の発出状況） 

   ③ 資料４－３（これからの審議体制） 

    

  ＜表紙＞ 

 ・４月号～８月号までについて決定した。 

 

  ＜編集後記担当＞ 

  ・２月号～７月号までの担当委員を決定した。 

   

 



＜その他＞ 

  ・今後の編集体制について、４役員、財団、事務局で「表紙（写真を含む）」、「表紙

の顔」、「編集後記」、「目次」、「各特集の 1ページ目」を確認することとした。 

  ・１ページの半分以上が余白になっているケースが目立つので、今後は必要に応じて

余白を埋める工夫をすることとした。 

  ・表紙のレイアウトについて変更意見が出た。 

   


